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論点 2 職員の育成とサービスの向上、市民との連携 

 

1 基本構想より 

第 2 章 2－4.あたらしい多摩市立図書館全体への提言 

（2）全体の図書館運営に関わる３要素のマネージメント 

○職員・組織の構成と配置再編と管理について 

· 中央図書館ができても、現有の職員数を大きく増員はできません。 

· 中央図書館には、企画運営、蔵書構築、地域奉仕、直接サービスなど専門的で多方面の業務に、

合理的な職員編成を行います。 

· 地域館拠点館では、貸出し、子どもを大切にする奉仕、相談業務、地域社会連携など、これら

全領域の業務を精鋭の少人数で対応する必要があり、専門性総合性を備えた常勤の館長が期待

されます。 

（4）それぞれの図書館の利用者懇談会や友の会など市民グループとの協働の試み 

· 多摩市では文庫活動など子どもへのお話会や障がい者支援にボランティア活動はありますが、読

書会や図書館友の会など市民応援団が本館地域館ともに、先進図書館のように生まれませんでし

た。 

· 「図書館フレンズ、図書館には友人が必要です。」という、米国は宣伝文がありますが、多摩市

の図書館にも友人が期待されます。 

 

第 3 章 3－4.市民協働で「もの」と「こと」のデザインを 

③ どんな図書館員が図書館サービスを担うのか。 

図書館は 75％が図書館員で出来ていると言われてきましたが、正確には、図書館政策であり職

員組織であり図書館員個人の意欲とスキルに関わっているということです。基本構想策定委員

会は、①図書館サービスを市の直営で行うことの利点②職員が専門性を発揮し職場全体で業務

遂行③職員採用や作業内容に見合う職種の活用による人事計画性④専門性継承と将来に向け

ての持続可能な経営（業務や開館時間に関連）など、今後の研究に方向性と示唆を与えていま

す。経営と人事に関わる「こと」のデザインです。 

④ 主体的で自律した市民はどんな協働を想像するか。 

多摩市の 40 年の図書館政策は、図書館を良く知りよく利用する市民を育てました。市民も生

涯学習や自己実現を求めて、お話会や点訳朗読奉仕や催事の協働など、図書館での活動を広げ

ました。中央図書館が出来ることで、より多くの多様な市民が、図書館で活動を展開するでし

ょう。こうした市民の生涯学習やボランティア活動をコーディネートする担当が図書館に必要

です。また催事などでは市民の側にも、協働という「こと」のデザインを創造して展開させる、

図書館フレンズのような活動もありそうです。 

 

第 4 章 4－3.大切な図書館員の専門性と職員組織づくり 

① 市の直営による図書館運営、継続的な司書職員集団による図書館の運営を守るという目標の利

点と意義を確認したい。 

② 第一に職員の研修、専門性の向上を必要条件と考えて、段階的研修や業務に内在させた研修方
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式を研究したい。 

③ 現状の図書館運営に係る全体歳費を増大させることなく、人件費の縮減と資料費の拡大をめざ

す研究をしておきたい。導き出される年間資料購入費が蔵書構築の計画条件となる。 

④ 編成する職員の仕事分担、仕事時間の合理的な見直しにより、人件費総額についての課題の改

善と、全市図書館の人的資源の再配分の方策を研究したい 

⑤ 人件費の縮減は、ICT の活用や開館時間の見直しとも相関する。開館時間や曜日の調整をして、

専門性を守りつつ歳費改革を果たした図書館先進国北欧の図書館運営の手法を研究したい。 

 

 

2 基本計画の方針（案） 

 

 

課題 2－1 委託（又は指定管理）か直営か 

 開館日や開館時間を中心としたサービス拡大などを目的に、指定管理者制度を導入する事例が

ある。 

近隣の事例 

 稲城市立中央（PFI） 

 府中市立中央（PFI） 

 海老名市立中央（指定管理） 

 大和市立（指定管理） 

 

 一方で、3～5 年で事業者が変わる可能性があると、資料構築の継続性の担保や、地域の各機関

や市民団体との連携などができないため、委託は施設管理などの一般的業務に限定し、専門的

業務は直営で運営する考え方がある。 

 多摩市では、一般的業務のほか、唐木田図書館での窓口業務など限定的に委託を取り入れなが

ら、基幹業務は職員が行い、図書館運営全体として直営で取り組んできた。 

 

参考資料 2－1 

○ 「図書館における指定管理者制度の導入等について 2017 年調査（報告）」 

 

○ 「指定管理者制度の導入状況（制度導入団体の比率）」総務省・地方行政サービス改革の取組状況

等に関する調査等（平成 30 年 3 月 28 日公表）より 

 

○ 「トップランナー方式の検討対象業務（図書館管理等５業務について）」（「経済・財政一体改革の

推進に向けた地方行財政改革の取組について」（経済財政諮問会議への高市総務大臣提出資料より、

平成 28 年 11 月 25 日） 

 

 

 

職員の育成とサービスの向上、市民との連携 

 



図書館における指定管理者制度の導入等について 2017 年調査（報告）  

 2017 年 12 月 25 日 

日本図書館協会図書館政策企画委員会  

Ⅰ 調査の概要 

図書館における指定管理者制度の導入等について全国的な状況を把握するために

標記の調査を実施した。6 月 2 日付で都道府県立図書館に依頼文書と調査票を郵送し、

8 月 9 日までに 47 都道府県から回答をいただいた。 

Ⅱ 調査結果 

（１） 都道府県立図書館について  

表 1 都道府県立図書館の検討状況について  

検討結果 回

答

数  

図書館名  指定管理者の  

性格等  

2016 年度までに導入した  6 岩手県立図書館  民間企業※1 

岡山県立図書館  民間企業※1 

愛知県図書館  組合※1 

山梨県立図書館  民間企業※1 

大阪府立中央図書館  民間企業※1 

大阪府立中之島図書館  民間企業※1 

検討の結果、導入しないとしている 39 

合計  45 

・※1：「施設管理のみ」、「施設管理等」、「施設管理及び図書館業務の一部」に導入  

・「検討の結果、導入しないとしている」の回答数に「現時点で導入は考えていない」を含む。  

・「2018 年度以降に導入を予定している」が 1 件  

・未検討等が 2 件  

（２） 市区町村立図書館について  

・別表１は本調査の回答にこれまでの調査等で確認した情報を加えて作成した。  

・2018 年度以降に導入を予定している自治体数については全体の数を公表するに

とどめた。 

・指定管理者制度を導入し、直営に変更した図書館を下に示した。これらの図書

館は表 2～5 の集計には含まれていない。  

県名 図書館名  

新潟県 南魚沼市図書館  

新潟県 十日町図書館  

長野県 飯島町図書館  

愛知県 新城図書館  

兵庫県 稲美町立図書館  

島根県 出雲市立大社図書館、出雲市立平田図書館、安来市立図書館  

徳島県 三好市井川図書館  

香川県 善通寺市立図書館  

高知県 佐川町立図書館 

山口県 下関市立中央図書館  

福岡県 小郡市立図書館  

佐賀県 佐賀市立図書館東与賀館 

鹿児島県 西之表市立図書館  
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表 2 市区町村立図書館（自治体数）  

特別区 政令市 市 町村 合計 

2016 年度までに導入 13 9 153 56 231 

2017 年度に導入予定  2 0 11 1 14 

2018 年度以降に導入を予定  26        

表 3 市区町村立図書館（図書館数） 

特別区 政令市 市 町村 合計 

2016 年度までに導入 112 58 299 61 530 

2017 年度に導入予定  7 4    20   1 32 

表 4 2016 年度までに導入した館の指定管理者の性格（図書館数）  

特別区 政令市 市 町村 合計 

図書館数 112 58 299 61 530 

指定管理

者の性格 

① 民間企業 111 46 244 26 427 

② NPO 0 1 22 14 37 

③ 公社財団 0 11 26 17 54 

④ その他 1 0 7 4 12 

その他：未定を含む  

表 5 各調査年度における導入数（図書館数）  

特別区 政令市 市 町村 合計 

導入年度 ～2005 年度 0 6 3 1 10 

2006 年度 0 17 25 11 53 

2007 年度 24 0 18 7 49 

2008 年度 6 4 34 5 49 

2009 年度 21 4 22 2 49 

2010 年度 21 4 25 10 60 

2011 年度 3 1 15 1 20 

2012 年度 3 4 23 6 36 

2013 年度 18 8 27 6 59 

2014 年度 2 7 23 6 38 

2015 年度 10 1 33 4 48 

2016 年度 4 2 51 2 59 

導入年数の内訳は、2017 年調査にもとづく。  
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市区町村

指定管理者制度の導入状況（制度導入団体の比率）

○ 市区町村における指定管理者制度の導入状況は以下のとおりです。
○ 導入率の算出方法は、制度導入施設数/公の施設数×100となります。

導入率（％）【算出方法：制度導入施設数÷公の施設数×100 】

38.6%

46.7%

48.5%

12.6%

88.2%

75.6%

58.6%

74.3%

64.9%

50.0%

41.6%

13.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

体育館

競技場

プール

海水浴場

宿泊休養施設

休養施設

キャンプ場等

産業情報提供施設

展示場施設

見本市施設

開放型研究施設等

大規模公園

公営住宅

38.5%

21.7%

17.4%

27.8%

21.8%

51.9%

46.6%

74.7%

50.6%

53.4%

22.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

駐車場

大規模霊園、斎場等

図書館

博物館

公民館、市民会館

文化会館

合宿所、研修所等

特別養護老人ホーム

介護支援センター

福祉・保健センター

児童クラブ、学童館等
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出典：「総務省・地方行政サービス改革の取組状況等に関する調査等」より
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・ 中 珊 バ 料 浦 議 囲 併 ｃ バ 脚 潮 針 浦 聖 僻 対 ｃ バ 排 こ ′ 請 叫 ヨ ′ 報 部 小 Ｓ さ Ｓ 隷 囲 併 Ｓ 耐 諦 功 脚 糊 【 針 い 。 （ 洞 剛 軸 相 ）

口 判 ヨ 詳 Ｓ 副 写 部 抑 付 加 当 番 下 叫 津 ・ 認 請 ギ が 最 期 坊 針 い 。

Ｏ 囲 燕 岐 （ 汁 聖 翌 報 い 沖 Ｑ 嗣 件 Ｗ 酎 け ） む 囲 燕 回 茅 （ 口 斗 図 珊 韓 轟 船 相 ） 百 け ▼ バ ′ 淋 鞘 Ｓ 制 副 詳 ″ さ 通 Ｓ ｉ
ｌ ｌ 汎 ″

Ｓ 出 引 ′ 琳 謝 番 ・ 講 部 番 闘 旺 ０ 醐 油 サ Ｐ ， い ぎ 蝉 Ｓ 諜 譜 功 ＋ じ 下 紳 汁 キ 針 〈 針 が ｍ 併 功 図 斡 研 ざ い 併 Ｓ 珊 コ 功 針 い ｏ

Ｏ 料 船 併 ｒ バ 前 糾 哺 嗣 球 童 耐 Э 柚 ン 功 際 さ 【 写 対 ▼ 。

Ｏ 辞 船 端 叫 部 相 Ｓ Ｉ 聖 蝉 田 部 Ｇ ８ ∞ 付 ） Ｓ 回 勝 卿 鞘 下 排 ▼ バ 「 詳 勝 鮮 叫 詳 押 下 け 年 か ＞ 章 認 請 沖 α 小 Ｓ 尉 ｃ 革 百 じ

写 バ ′ 齢 糾 哺 闇 郎 童 耐 ９ 柵 ン 石 片 ぶ 将 哨 百 ０ ▼ バ ■ ＋ じ 目 ｍ ｃ ′ 離 型 ギ ぶ ｍ 併 」 船 Ｓ 軍 報 沖 鞘 坊 針 い ｏ

ゆ ぶ Ｓ ＝ 撃

参考資料2-1-3

出典：「経済・財政一体改革の推進に向けた地方行財政改革の取組について」より  
7
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課題 2－2 専門的かつ高度な市民ニーズに対応可能な運営体制や職員育成体制を創出する 

 

 今後の図書館運営について、常勤職員、非常勤職員、委託等外部からの調達、ICT による役割

分担等を整理する。 

 中央館、拠点館、地域館の役割を整理し、中央館が全館を支援する体制とする。 

 市民とつながり、行政における課題も含めた地域の課題解決に役立つ図書館を目指すときに、

職員の専門性のどの部分をどう育成するか。これまでは、都立図書館等主催の研修に個々の職

員を派遣することが中心で、「専門職集団」には育っていない印象。採用、キャリアパス、研

修も含めて今後の効果的な取組みは？ 

 資料構築の面では、分野別の選書の分担を明確にし、数年間固定することで、当該分野のレフ

ァレンスができる専門性を育成できる体制としたい。 
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図書館運営に必要な業務の洗い出しと、役割分担の方向性 
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分館の支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域館の人事管理等について、拠点館館長の負担を軽減 

選書等の全館業務について、中央館の管理部門がコーディネートし、全館の常勤＋非常勤司書が専

門分野等を分担して参画 

  

本館 

豊ヶ
丘 

唐木
田 

行政資
料室 

関戸 

東寺方 

永山 

聖ヶ丘 

中央図
書館 

関戸 

永山 

東寺方 

豊ヶ丘 聖ヶ丘 

唐木田 

行政資
料室 

各館の支援体制（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

本館、拠点館が、それぞれ地域館を支援 

各館の支援体制（今後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館が、分館を支援 
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現状の多摩市立図書館の職員体制と研修について（「多摩市の図書館 平成 28 年度」から抜粋） 

１ 職員  

 (1) 組織及び分掌事務  

図書館    総 務 係     図書館の庶務、施設・設備の維持管理など 

企 画 運 営 係＊   図書館事業の企画調整、資料の収集など 

地 域 資 料 係    行政資料の収集・整理、行政資料室の運営など 

        子ども読書支援係    子ども読書活動支援、学校図書館の支援など 

         サ ー ビ ス 係    読書及び図書館利用の普及促進、読書相談など 

東寺方図書館       

         豊ヶ丘図書館       

         関 戸 図 書 館       

         聖ヶ丘図書館       

         永 山 図 書 館       

         唐木田図書館       

  ＊「企画運営係」は平成 29 年度組織改正により「企画運営担当」 

 

 (2) 職員  

図書館別職員数 （平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 常勤 

職員 

再任用 

職員 

再雇用 

職員 

嘱託 

職員 

非常勤 

一般職＊ 
合計 

多
摩
市
立
図
書
館
（
本
館
） 

総 務 係 4     4 

企 画 運 営 係 9 1   3.5  13.5 

地 域 資 料 係 2     2 

子ども読書支援係 3     3 

サ ー ビ ス 係 4 1  11 4.8  20.8 

東 寺 方 図 書 館    4 0.8   4.8 

豊 ヶ 丘 図 書 館 2   4 1.5   7.5 

関 戸 図 書 館 4 1  7 4.5  16.5 

聖 ヶ 丘 図 書 館 2   3 0.9   5.9 

永 山 図 書 館 4 1  12 5.9  22.9 

行 政 資 料 室 1 1 1   3 

唐 木 田 図 書 館 （一部業務委託で運営 スタッフ 9人） 

合  計 35 5 1 41 21.9 103.9 

＊非常勤一般職は年間 1500 時間を 1人として換算しています。（小数点第 2位を四捨五入） 

うち司書有資格者数  

職員（常勤・再任用・再雇用）：19 人（46.3％） 嘱託職員：41人(100.0％) 
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(3) 研修  

平成 28 年度は外部研修に延べ 23人の職員（常勤）を派遣すると共に、実務研修などの課内研修

に延べ 84人が参加しました。また、日常の業務を通して日々技能向上に努めています。 

＜外部研修一覧＞ 

研修名 主催 日程 
派遣 

人数 

障害者サービス担当職員養成講座

（基礎コース） 
日本図書館協会 平成 28年 6月 8日～6月 10日 1 

東京都図書館研究交流会 

（第 1回講演会） 

「図書館での展示活用法」 

東京都立図書館 平成 28年 7月 5日 1 

レファレンス研修「東京情報」 東京都立図書館 平成 28年 7月 7日 1 

レファレンス研修「美術情報」 東京都立図書館 平成 28年 8月 4日 1 

新任図書館長研修 文部科学省 平成 28年 8月 30日～9月 2日 2 

レファレンス研修「健康・医療情報」 東京都立図書館 平成 28年 9月 1日 1 

平成 28年度図書館等職員著作権 

実務講習会 
文化庁 平成 28年 9月 13日～14日 1 

サピエ研修会 

全国視覚障害者 

情報提供施設 

協会 

平成 28年 9月 29日～30日 1 

東京都市町村職員研修所選択研修 

図書館科 

東京都市町村 

職員研修所 
平成 28年 10月 18日～20日 2 

レファレンス研修「ビジネス情報」 東京都立図書館 平成 28年 11月 10日 1 

多摩地区図書館サービス研究会 

レファレンス研修（初級） 

多摩地区図書館 

サービス研究会 
平成 28年 11月 25日 1 

東京都図書館研究交流会 

（第 2回新館見学会） 

文京区立真砂中央図書館 

東京都立図書館 平成 28年 11月 28日 1 

東京都多摩地域図書館公立図書館

大会 （第１分科会・第２分科会） 

「地域に活力を生み出す図書館に 

ついて考える」 

東京都市町村立図

書館長協議会 
平成 29年 2月 1日 ２ 
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東京都多摩地域図書館公立図書館

大会 （第２分科会）」 

「地域の情報基盤としての公共図書館」 

東京都市町村立図

書館長協議会 
平成 29年 2月 1日 ３ 

東京都多摩地域図書館公立図書館

大会 （第３分科会） 

「障害者差別解消法と図書館サービス」 

東京都市町村立図

書館長協議会 
平成 29年 2月 2日 1 

東京都図書館研究交流会 

（第 2回講演会） 

「超高齢社会における図書館の可能性」 

東京都立図書館 平成 29年 2月 9日 1 

東京都図書館研究交流会 

（第 3回新館見学会） 

東京都立多摩図書館 

東京都立図書館 平成 29年 3月 2日 2 

 

 

＜図書館内研修一覧＞ 

 

研修名 講師 実施日 
参 加

人数 

図書館新任職員研修（一次） 図書館職員 平成 28年 4月 1日～3日 7 

レファレンス研修（初級） 図書館職員 平成 28年 4月 7日 26 

図書館新任職員研修（一次） 図書館職員 平成 28年 4月 15日～19日 1 

認知症サポーター養成講座 
地域包括支援ｾﾝﾀｰ・

高齢支援課 
平成 28年 10月 6日 16 

図書館新任職員研修（二次） 図書館職員 平成 28年 12月 1日 8 

レファレンス研修（地域資料） 図書館職員 平成 29年 1月 5日 26 
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参考資料 2－2 

○ 「図書館職員の研修の充実方策について（報告）」 文部科学省 平成 20 年 6 月 
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課題 2－3 市民の生涯学習に寄与する機会や専門性を活かしたボランティアを支援し協働する 

 

 児童サービス（絵本かたりかけ事業、おはなしかいの開催など）、障がい者サービス（録音図

書・点字図書等の作製、対面朗読、宅配サービスなど）などで、市民ボランティア、行政協力

員により支えられている。 

 学校や保育園でのよみきかせボランティアのための講座や、障がい者サービス行政協力員育成

のための講座などにも取り組んでいる。 

 今後は、ボランティア活動に限らず、市民の専門性が活かせる機会や場の提供が求められるの

ではないか。 

例） 

 読書会やビブリオバトルのような、市民同士が本や情報を紹介しあい、新たな発見に出会

える場の創出 

 ビブリオバトル優勝者による本の展示 

 市内企業などと連携した講座開催 

 ICT に詳しい市民による情報リテラシー向上のための活動 

 図書館に所蔵のない市民の蔵書コレクションの紹介の場の提供 

 

 

参考資料 2－3 

○ 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成 24 年 12 月 19 日文部科学省告示第 172 号）よ

り 

第二 公立図書館 

一 市町村立図書館 

３ 図書館サービス 

（六）ボランティア活動等の促進 

① 市町村立図書館は、図書館におけるボランティア活動が、住民等が学習の成果を活用

する場であるとともに、図書館サービスの充実にも資するものであることにかんがみ、

読み聞かせ、代読サービス等の多様なボランティア活動等の機会や場所を提供するよう

努めるものとする。 

② 市町村立図書館は、前項の活動への参加を希望する者に対し、当該活動の機会や場所

に関する情報の提供や当該活動を円滑に行うための研修等を実施するよう努めるもの

とする。 
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○ 「公立図書館におけるボランティアの活動に関する報告書 2000 年度」（全国公共図書館協議会、

2001 年 3 月）より 

 

 

問４　ボランティアの活動内容（設置者別一覧）　複数回答あり

県 市区 町村 合計
回答館数 37 864 655 1,556
移動図書館 0 30 26 56
対面朗読 16 257 51 324
録音テープ作製 12 258 91 361
点字図書作成 5 124 21 150
点字図書製本 0 53 8 61
拡大写本 0 33 4 38
手話奉仕 0 5 1 6
テープ郵送袋縫製 0 3 1 4
絵本づくり 2 72 54 128
保育活動 0 25 13 38
ストーリーテリング 11 377 173 561
紙芝居 13 472 411 896
人形劇 5 258 234 497
読みきかせ 18 624 545 1,187
サークル運営等 0 19 23 42
映画会 2 28 20 50
操作援助（視聴覚機器） 1 11 10 22
操作援助（情報機器） 0 2 3 5
会場整理 1 40 31 72
広報活動協力 1 38 34 73
国際交流協力 0 4 2 6
書架整理 8 100 79 187
破損図書修理 5 52 23 80
郷土資料収集活動協力 2 11 7 20
環境美化活動 7 38 31 76
その他 10 134 92 236
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